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1呼吸器・循環器の発育・発達 呼吸器・循環器の働きとその
発育・発達の特徴について理
解できるようにする。

呼吸器官・循環器官が発育・
発達すると，１回の呼吸で交換
できる酸素と二酸化炭素の量
が増えたり，心臓の収縮する
力が強くなったりすること，中
学生の時期は適度な運動を行
うことによって呼吸器官・循環
器官がよりよく発達することを
理解している。

呼吸器官・循環器官の発育・
発達のしかたや中学生の時期
の生活のしかたについて，課
題を発見し，その解決に向け
て思考し判断しているととも
に，それらを表現している。

呼吸器官・循環器官の発育・
発達のしかたや中学生の時期
の生活のしかたについての学
習に自主的に取り組もうとして
いる。

体の発育・発達 発育急進期は２度あること、２
度目の発育急進期は思春期
にあたることについて理解す
る。

体の発育・発達には，各器官
が急速に発育し，機能が発達
する時期があること，体の発
育・発達の時期や程度には，
個人差があることを理解してい
る。

体の発育・発達と個人差につ
いて，課題を発見し，その解決
に向けて思考し判断していると
ともに，それらを表現している。

体の発育・発達と個人差につ
いての学習に自主的に取り組
もうとしている。

休養・睡眠と健康 疲労のあらわれ方や疲労がも
たらす健康問題について理解
できるようにする。

休養や睡眠には，心身の疲労
を回復し，健康な状態を維持
する効果があること，また，健
康の保持増進には，適切に休
養・睡眠をとる必要があること
を理解している。

休養・睡眠と健康について，課
題を発見し，その解決に向け
て思考し判断しているととも
に，それらを表現している。

休養・睡眠と健康についての
学習に自主的に取り組もうとし
ている。

食事と健康 食事の役割、栄養素やエネル
ギーの過不足と健康問題につ
いて理解できるようにする。

毎日の食生活は健康に深く関
わっていること，また，毎日適
切な時間に食事をすること，年
齢や運動量によって栄養素の
バランスや食事の量に配慮す
ることが必要であることを理解
している。

食生活と健康について，課題
を発見し，その解決に向けて
思考し判断しているとともに，
それらを表現している。

食生活と健康についての学習
に自主的に取り組もうとしてい
る。

運動と健康 運動により体の機能が発達
し、心身の健康が向上すること
について理解できるようにす
る。

運動には，体の各器官のはた
らきを刺激し発達を促す効果
や，気分転換ができること，体
力が向上することなどの効果
があることを理解している。ま
た，健康の保持増進には，適
切に運動を続ける必要がある
ことを理解している。

運動と健康について，課題を
発見し，その解決に向けて思
考し判断しているとともに，そ
れらを表現している。

運動と健康についての学習に
自主的に取り組もうとしてい
る。

健康の成り立ち 健康について様々な考え方が
あることに気づき、健康の成り
立ちについて理解できるように
する。主体と環境の要因につ
いて理解できるようにする。

健康は，主体と環境の相互作
用の下に成り立っていること，
疾病は，主体の要因と環境の
要因が関わり合って発生する
ことを理解している。

健康の成り立ちについて，課
題を発見し，その解決に向け
て思考し判断しているととも
に，それらを表現している。

健康の成り立ちについての学
習に自主的に取り組もうとして
いる。

体育理論
動やスポーツの多様な楽しみ
方

運動やスポーツには多様な楽
しみ方があることについて理解
できるようにする。豊かなス
ポーツライフを実現するために
は、運動やスポーツを楽しむた
めに必要な能力を高め、仲
間、空間、時間を確保すること
が有効であることを理解できる
ようにする。

世代や機会に応じて，生涯に
わたって運動やスポーツを楽
しむためには，自己に適した多
様な楽しみ方を見付けたり，工
夫したりすることが大切である
ことを理解している。

運動やスポーツの多様な楽し
み方について，自己の課題を
発見し，よりよい解決に向けて
思考し判断するとともに，他者
に伝えている。

運動やスポーツの多様な楽し
み方についての学習に積極的
に取り組もうとしている。

体育理論
運動やスポーツの必要性と楽
しさ

運動やスポーツがどのようなこ
とから生み出されてきたかにつ
いて理解する。スポーツの意
味や捉え方が変化してきたこ
とについて理解できるようにす
る。

運動やスポーツは，体を動か
したり健康を維持したりするな
どの必要性や，競い合うことや
課題を達成することなどの楽し
さから生みだされ発展してきた
ことを理解している。

運動やスポーツの必要性と楽
しさについて，自己の課題を発
見し，よりよい解決に向けて思
考し判断するとともに，他者に
伝えている。

運動やスポーツの必要性と楽
しさについての学習に積極的
に取り組もうとしている。

体育理論
運動やスポーツへの多様な関
わり

運動やスポーツには「する、み
る、支える、知る」などの多様
なかかわり方があることについ
て理解できるようにする。
運動やスポーツには誰でも、
様々なかかわり方ができること
について理解する。

運動やスポーツには，行うこ
と，見ること，支えることおよび
知ることなどの多様な関わり方
があることを理解している。

運動やスポーツへの多様な関
わり方について，自己の課題
を発見し，よりよい解決に向け
て思考し判断するとともに，他
者に伝えている。

運動やスポーツへの多様な関
わり方についての学習に積極
的に取り組もうとしている。

保健体育 第１学年
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欲求とその充足 欲求には生理的な欲求と心理
社会的な欲求があることにつ
いて理解できるようにする。

欲求には，生理的な欲求と心
理的，社会的な欲求があるこ
と，心の健康を保つには，欲求
に適切に対処することが必要
であることを理解している。

欲求への適切な対処と心の健
康について，課題を発見し，そ
の解決に向けて思考し判断し
ているとともに，それらを表現
している。

欲求への適切な対処と心の健
康についての学習に自主的に
取り組もうとしている。

心と体のかかわりとストレス
ストレスへの対処のしかた
リラクセーションの方法

心と体が相互に影響を及ぼす
心身相関のしくみや自律神経
の働きについて理解する。
ストレスは良くも悪くも心身に
影響を及ぼすことを理解する。
様々な対処の仕方について理
解する。

心の健康を保つには，ストレス
に適切に対処することが必要
であることを理解している。ま
た，リラクセーションなど，スト
レスによる心身の負担を軽くす
るような対処の方法を身に付
けている。

ストレスへの適切な対処と心
の健康について，課題を発見
し，その解決に向けて思考し
判断しているとともに，それら
を表現している。

ストレスへの適切な対処と心
の健康についての学習に自主
的に取り組もうとしている。

社会性の発達と自立
自己形成

社会性は人との関り合いなど
の生活体験によって発達する
ことについて理解する。
思春期には自己認識が深ま
り、迷いながら自己形成してい
くことについて理解する。

中学生の時期は社会性が発
達すること，自己を認識し，自
分なりの価値観を身に付けて
いくなどの自己形成がなされる
ことを理解している。

人との関わりと自己形成につ
いて，課題を発見し，その解決
に向けて思考し判断していると
ともに，それらを表現している。

人との関わりと自己形成につ
いての学習に自主的に取り組
もうとしている。

知的機能・情意機能の発達 心の働きには知的機能と情意
機能などがあることについて理
解する。

知的機能，情意機能は生活経
験や学習などの影響を受けな
がら，脳の発達とともに発達す
ることを理解している。

心のはたらきや発達のしかた
について，課題を発見し，その
解決に向けて思考し判断して
いるとともに，それらを表現し
ている。

心のはたらきや発達のしかた
についての学習に自主的に取
り組もうとしている。

性への関心と性情報への対処 生殖の働きの発達とともに性
意識が変化すること、その時
期や感じ方には個人差がある
ことについて理解できるように
する。

思春期には，体の変化にとも
ない，個人差はあるが，性衝
動が生じたり，性への関心が
高まったりすることがあること，
そのため，異性の尊重，性情
報への対処など性に関する適
切な態度や行動の選択が必
要となることを理解している。

思春期の心の変化や異性の
尊重，性情報への対処など性
に関する適切な態度や行動の
選択について，課題を発見し，
その解決に向けて思考し判断
しているとともに，それらを表
現している。

思春期の心の変化や異性の
尊重，性情報への対処など性
に関する適切な態度や行動の
選択についての学習に自主的
に取り組もうとしている。

生殖機能の成熟 ホルモンの働きと思春期の体
の変化の特徴について理解で
きるようにする。
思春期における男女の生殖機
能の発達の特徴、排卵や月経
受精と妊娠について理解でき
るようにする。

思春期には，下垂体から分泌
される性腺刺激ホルモンのは
たらきにより生殖器官の発育と
ともに生殖機能が発達するこ
とを理解している。思春期にな
ると，男子では射精，女子では
月経が見られ，妊娠が可能と
なること，思春期は，生命を生
み出すことのできる体へと成
熟する時期であることを理解し
ている

生殖に関わる機能の成熟につ
いて，課題を発見し，その解決
に向けて思考し判断していると
ともに，それらを表現している。
生殖に関わる機能の成熟につ
いて，課題を発見し，その解決
に向けて思考し判断していると
ともに，それらを表現している。

生殖に関わる機能の成熟につ
いての学習に自主的に取り組
もうとしている。生殖に関わる
機能の成熟についての学習に
自主的に取り組もうとしてい
る。






